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１．目的  

前報に引き続き，本報では軽質炭酸カルシウム(以下 EC)およびその混和方法による強度発現性の変化につ

いて報告する．シリーズⅠ(W/B=50%，BFS 置換率=0，45(B 種相当：以下 BB)，70%(C種相当：以下 BC)，EC

置換方法：結合材ペースト置換)，シリーズⅢ(W/B=50%，BFS 置換率=0，45，70%，EC 置換方法：細骨材置

換)を対象としている． 

２．試験概要  

使用材料，配合水準およびモルタルの容積配合はその１と同様である．φ5×10cmのプラスチック製型枠を

使用して供試体を作成し，JIS A 1108 に準拠し試験を実施した．養生方法は封緘養生とした．打設 24 時間後

に，脱型を行わずにビニルで供試体を隙間なく封緘し，所定の材齢まで 20℃の条件に保管した．シリーズⅠ

のみ，打設 24時間後に脱型し，標準養生を行った． 

３．試験結果及び考察  

３．１ シリーズⅠ試験結果及び考察  

図－１に材齢と圧縮強度の関係(封緘養生)，図－２に材齢と圧縮強度の関係(標準養生)，図－３に標準養生

および封緘養生の圧縮強度の関係，図－４に高炉スラグ微粉末置換率と圧縮強度の関係(封緘養生)，図－５に

EC置換率(結合材ペースト容積置換)と圧縮強度比(vs EC無混和)の関係を示す．図－１に示すように BFS の有

無に関わらず，EC を置換することで圧縮強度は増加する．その効果は BFS の置換率が高いほど顕著である． 
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図－１ 材齢と圧縮強度の関係(シリーズⅠ：封緘養生) 図－2 材齢と圧縮強度の関係(シリーズⅠ：標準養生)
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図－３ 標準養生および封緘養生の関係

(シリーズⅠ)
図－４ 高炉スラグ微粉末置換率と圧縮強度の関係(シリーズⅠ：封緘養生)
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図－２の水中養生においても同様の

傾向を示す．図－３に示すように，

ECを置換した一部の系においては，

封緘養生であっても水中養生と同等

の 28日圧縮強度を示した．図－４に

示すように，  材齢に関わらず

VEC/VBP=0%は，BFS 置換率の増加に

伴い圧縮強度は低下，VEC/VBP=3～9%は材齢 7日まで

は BFS 置換率の増加に伴い強度は低下，ただし，そ

の傾向は ECの存在により軽減する．材齢 28日では，

VEC/VBP=6%では BFS 無置換と同等の強度発現，

VEC/VBP=9%では BFS 無置換以上の強度発現を示し

た．図－５に示すように，結合材に関わらず，VEC/VBP

の増加に伴い圧縮強度比は増加し，その傾向はBFS置

換率が高い方が顕著である．材齢 3 日の VEC/VBP=9%

は化学混和剤が高添加率であり，凝結遅延の影響を受け，圧縮強度比は VEC/VBP=6%より低下する． 

３．２ シリーズⅢ試験結果及び考察  

 図－６に材齢と圧縮強度の関係，図－７に高炉スラグ微粉末置換率と圧縮強度の関係，図－８に EC置換量

と圧縮強度比の関係を示す．図－６に示すように，EC を細骨材置換した場合も図－１と同様の傾向を示し，

ECの置換により強度は増加する．図－７に示すように BFS 置換率の増加に伴い，材齢 7日までは EC 共存下

でも BFS 無置換より強度は低下する．しかしながら，材齢 28 日の E3S，E6S，L6S の BFS45%置換は BFS 無

置換と同等以上の強度を発現している．EC置換による効果は，図－８に示すように BFS 置換率が高い方が顕

著な効果を示す．BC においては，EC=27ml/L の置換量ですべての材齢で 1.3 倍以上の強度が発現している．

重質炭酸カルシウム(LP)を使用した系は，ECほど強度に寄与していないことが分かる． 

４．まとめ 

 EC および EC の混和方法による強度発現性の変化を確認した．普通ポルトランドセメントよりも高炉スラ

グ微粉末共存下の方が EC は強度に寄与し，その効果は高炉セメント C 種相当の高炉スラグ微粉末を置換した

系で顕著であった．また，EC の置換方法に関わらず，その効果は認められた．ただし，EC 置換率のみで強度

増加を単純に説明できる試験結果ではないため，複雑な水和プロセスの変化を確認する必要がある． 
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図－５ EC置換率と圧縮強度比の関係(シリーズⅠ：封緘養生) 図－６ 材齢と圧縮強度の関係(シリーズⅢ)
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図－７ 高炉スラグ微粉末置換率と圧縮強度の関係(シリーズⅢ：封緘養生)
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図－８ EC置換量と圧縮強度比の関係(シリーズⅢ：封緘養生)
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